
日　時 平成１７年６月２２日π

午後４時～５時１５分
場　所 õ東京建築士会　会議室
出席者 田中順三　三井所清典　武者英二
村上美奈子　村松映一　森　欣貮　小野隆正
天城泰代　北　泰幸　小池和子　小黒利昭
小林志朗　佐藤淳一　齊藤喜一郎　柴山修一
鈴木長則　綱川智久　増沢幸尋
（福士勝夫　水庭武宣）
オブザーバー 小田圭吾　大村昭夫
欠席者（委任状提出）
可児才介　鎌田宜夫　川嶋憲良　城戸崎和佐
霜野　隆　中山庚一郎　野本孝三　日置　滋
松岡昭吾　山田由紀子

○新役員の紹介 開会に際し，新役員の
紹介並びに田中会長の就任挨拶があった。

○開会 議長は本日の出席者は２８名（内，
委任状１０名）で，定款第２９条２項の
定足数を超えている旨説明し開会を宣した。

○議事録署名人の指名（出席理事のうちから２名）
議長は，天城泰代・小林志朗の両氏を議

事録署名人に指名した。
○報告
５月２４日 定例理事会を帝国ホテル「菊
の間」にて開催。出席者28名。（内，委
任状１４名）
２４日 同ホテル「牡丹の間」にて平成
１７年通常総会を開催。
正会員７,０７２名の内，出席者１,９２８名
（内，委任状１,８５７名）
村上副会長が議長になり，本日の出席
正会員野生司義光・野呂一幸の両氏を
議事録署名人に指名し，下記議事につ
いて審議し，原案通り承認可決された。
○議事
１，平成１６年度事業報告及び平成１６年
度収支決算承認の件
２，平成１７年度事業計画及び平成１７年
度収支予算決定の件
３，平成１８年度４月及び５月暫定予算
承認の件
（緊急動議）名誉会員推薦（３名）の件
総会に引続き同会場にて
・新役員の発表
・退任役員感謝状贈呈
・平成１６年度東京地域貢献活動センタ
ー助成金交付
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・多数入会勧誘者感謝状贈呈
・永年勤続職員表彰
・平成１７年住宅建築賞表彰式
終了後，同ホテル「孔雀南の間」にて
懇親会を開催。
２５日 õ日本建築士会連合会「第４２６回
定例理事会･士会会長会合同会議及び平
成17年度通常総会」が，港区のアジュ
ール竹芝にて開催され，本会より田中
副会長が出席｡
２６日 青年委員会（本会主管，関ブロ青
年協主催）建築家　藤森照信×伊東豊
雄両氏が選ぶ
「住宅セレクションＶol.１」
選定コンペティション審査を，本会会
議室で開催。
応募１００点より　優秀作８点，入選作
２２点を選出
審査員　藤森照信，伊東豊雄
２７日 õ東京都建築士事務所協会「第７２
回通常総会」が新宿区のセンチュリー
ハイアット東京にて開催され，本会よ
り青木会長の代理として，小野専務理
事が出席し祝辞を述べた｡
３０日 建築相談委員会
協議事項　・晴海トリトン建築相談
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専攻建築士棟梁には幅広い勉強が求められる。素材については，樹木は山林で成長しているとき
の水分は５５％，伐採されたあとに自然乾燥されたときには３０％，建築用部材として強制乾燥させる
と１３％の水分になる。檜を社寺で採用するには意味がある。檜は杉の年輪と同じ断面にまで成長す
るまでに３倍の時間を要する。檜が乾燥しても狂いが少ないのは，この緻密な年輪の効果によるもの
で，木材に含まれるヒノキチオールという忌避成分によって害虫を排除することができる。台所の
床に檜をつかうとゴキブリがこないのは忌避効果による。したがって，１０００年を経過しても良好な
環境下では強度は４％しか低下しない檜は究極材料だ。
棟梁の資格には他の専攻建築士と異なり，こうした木材の知識や保存技術などを後世に継ぐこと

が最重要テーマとして課せられている。「つくり・守り・繋ぐ」ことが棟梁の社会的な責任である。
これを受けて，一人でも多くの人に伝統建築と新しい保存技術を学んでもらうために，住職さんの
専門誌である「寺門興隆」では建物の維持管理についてはや５５回の連載をしている。３人に一人の
住職さんが読んでおられる実務に連結した内容に絞ったものだ。建築分野では，「GA」素材特集，
「ディテール」では世界遺産の建築の詳細について連載を続けている。建物をつくる側だけでなく，
お寺を守る人たちにも理解をしてもらいたいといつも思っているからだ。日本の巨木は東大寺の創
建のときにほぼ使い果たしてしまった。本堂でつかう巨大な梁や柱を確保するために台湾ではもう
手に入らずラオスの奥地まで求めている。これからは世界的な自然保護を考えるとき無垢材にこだ
わるよりは，集成材に切り替えて表面に突き板を貼る方向にすることも大きな英断ではないだろうか。
棟梁は，歴史についても知識が求められる。世界遺産である厳島神社では，祓殿から大鳥居まで

１０８間の距離があること，石燈篭，吊り灯篭の数まで１０８。これはアンコールワットの石柱数とも同
じでヒンドゥー教の数字に関連する。そのほか紫禁城の壁が赤く，屋根がなぜ黄色なのか，皇帝の
玉座の位置を中心にして北京がつくられた理由はなにか，紫禁城の補修にFRPはどうやってつかっ
ているかなど，新旧を含めた維持管理技術の習得がもとめられている。日本の補修や耐震技術はア
ヤソフィアやアンコールワットのユネスコ活動にも貢献しており，国際支援も強く求められている。
棟梁は地道で責任の大きな仕事で，いつまでも終わりのない技術と文化を学ぶ分野である。

歴史を学び素材を活かす

大成建設

杉本 賢司
〔棟梁専攻〕


